
(1) 

 

１
．
自

転
車

は
、
車

道
が

原
則

、
歩

道

は
例

外
 

道
路

交
通

法
上

、
自

転
車

は
「

軽

車
両

」
で

す
。

歩
道

と
車

道
の

区
別

の
あ

る
所

で
は

、
自

転
車

は
車

道
通

行
が

原
則

で
す

。
 

罰
則

 
３

か
月

以
下

の
懲

役
ま

た
は

５
万

円
以

下
の

罰
金

 

�

13歳
未

満
の

お
子

さ
ん

や

70歳

以
上

の
方

の
運

転
な

ど
は

例
外

 

２
．
車

道
は

左
側

を
通

行
 

自
転

車
は

車
道

の
左

側
に

寄
っ

て

通
行

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
 

罰
則

 
３

か
月

以
下

の
懲

役
ま

た
は

５
万

円
以

下
の

罰
金

 

３
．
歩

道
は

歩
行

者
優

先
で

、
車

道
寄

り
を

徐
行

 

歩
道

で
は

、
す

ぐ
に

停
止

で
き

る

速
度

で
、

歩
行

者
の

通
行

を
妨

げ
て

は
い

け
ま

せ
ん

。
 

罰
則

 
２

万
円

以
下

の
罰

金
ま

た
は

科
料
 

４
．
安

全
ル

ー
ル

を
守

る
 

�
飲

酒
運

転
禁

止
 

罰
則

 
５

年
以

下
の

懲
役

ま
た

は
百

万
円

以
下

の
罰

金
 

�
二

人
乗

り
禁

止
 

罰
則

 
２

万
円

以
下

の
罰

金
ま

た
は

科
料

 

�
並

進
運

転
禁

止
 

罰
則

 
２

万
円

以
下

の
罰

金
ま

た
は

科
料

 

�
夜

間
は

ラ
イ

ト
を

点
灯

 

罰
則

 
５

万
円

以
下

の
罰

金
 

�
傘

さ
し

運
転

の

禁
止

 

罰
則

 
５

万
円

以
下

の
罰

金
 

�
運

転
中

の
携

帯

電
話

禁
止

 

罰
則

 
５

万
円

以
下

の
罰

金
 

�
信

号
順

守
 

罰
則

 
３

か
月

以
下

の
懲

役
ま

た
は

５
万

円
以

下
の

罰
金

 

�
交

差
点

で
の

信
号

遵
守

と
一

時
停

止
・

安
全

確
認

 

罰
則

 
３

か
月

以
下

の
懲

役
ま

た
は

５
万

円
以

下
の

罰
金

５
．
子

ど
も

は
ヘ
ル

メ
ッ

ト
を

着
用

 

13歳
未

満
の

子
ど

も
が

自
転

車

を
運

転
す

る
場

合
、
ま

た
は

幼
児
（

６

歳
未

満
）

を
自

転
車

の
幼

児
用

座
席

に
乗

せ
る

場
合

、
保

護
者

は
乗

車
用

ヘ
ル

メ
ッ

ト

を
着

用
さ

せ

る
よ

う
努

め

な
け

れ
ば

な

り
ま

せ
ん

。
 

信
号

無
視

や
遮

断
踏

切
へ

の
立

ち

入
り

、
酒

酔
い

運
転

等
の

危
険

行
為

を
繰

り
返

す
と

受
講

対
象

（
受

講
料

５
、

７
０

０
円

）
。

命
令

に
従

わ
な

い
と

５
万

円
以

下
の

罰
金

。
 

自
転

車
を

乗
用

中
に

事
故

を
起

こ

せ
ば

加
害

者
と

な
り

、
多

額
の

賠
償

責
任

を
負

っ
た

事
例

も
あ

り
ま

す
。

万
一

の
事

故
に

備
え

て
保

険
に

入
っ

て
お

く
と

安
心

で
す

。
 

【
事

例
】小

学
校

５
年

生
が

前
方

不
注

意
の

自
転

車
で

女
性

に
衝

突
。

女
性

は
頭

を
骨

折
し

て
意

識
不

明
に
�

賠

償
金

約
９

，
５

０
０

万
円

 

資
料

協
力

：
野

方
警

察
署

・
野

方
交

通
安

全
協

会
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６月号 第 ３ ４ ２ ３ 

みんなでつくろう緑の江古田 

１ ２ ３ 

自
転

車
安

全
利

用

五
則

を
守

り
ま

し
ょ

う

４ 

自
転

車
の
悪

質
な

危
険

運
転

者

は
講

習
受

講
が

義
務

付
け

に

自
転

車
事

故
に

備
え

て
保

険

加
入

を
し

ま
し

ょ
う



(2) 

み
ず

の
塔

ふ
れ

あ
い

の
家

ひ
こ

ば
え

桜

自
転

車
安

全
整

備
士

に
よ

り
、

法
令

の
基

準
に

適
合

し

た
点

検
・

整
備

が
な

さ
れ

た
自

転
車

の
印

で
す

。
ど

な
た

で
も

入
れ

る
賠

償
保

険
と

傷
害

保
険

が
セ

ッ
ト

（
１

年
間

の
付

帯
保

険
）

で
付

き
ま

す
。

 

ま
ち

の
交

通
安

全
の

た
め

に
活

動

し
て

く
れ

る
お

友
だ

ち
を

お
待

ち
し

て
い

ま
す

。
 

【
活

動
内

容
】
月

に
１

～
２

回
、

休
校

日
の

土
日

・
祝

日
や

長
期

休
み

の
間

に
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
な

ど
の

活
動

を
し

て
い

ま
す

。
活

動
時

間
は

30分
～

１

時
間

位
で

す
。

野
外

活
動

や
リ

ー
ダ

ー
研

修
な

ど
も

行
い

ま
す

。
活

動
費

は
無

料
。

制
服

も
無

償
貸

与
で

す
。

 

【
連

絡
先

】
野

方
警

察
署

 
交

通
総

務

係
☎

（
３

３
８

６
）

０
１

１
０

 

【
日

時
】
６

月
５

日
（

火
）

午
後

１
時

30分
～

３
時

 

【
場

所
】江

古
田

区
民

活
動

セ
ン

タ
ー

 

２
階

洋
室

 

【
主

催
】江

古
田

区
民

活
動

セ
ン

タ
ー

運
営

委
員

会

 
社

会
福

祉
法

人
東

京
コ

ロ
ニ

ー
が

、

江
原

の
地

で
障

害
福

祉
事

業
を

開
始

し
て

今
年

で
68年

目
に

な
り

ま
す

。

老
朽

化
し

た
社

屋
を

一
年

か
け

て
建

て
替

え
、

こ
の

４
月

に
念

願
の

新
社

屋
で

の
事

業
が

ス
タ

ー
ト

し
ま

し
た

。

建
て

替
え

工
事

中
、

近
隣

に
お

住
ま

い
の

皆
様

に
は

多
大

な
ご

迷
惑

を
お

か
け

し
た

こ
と

と
思

い
ま

す
。

こ
の

場
を

お
借

り
し

て
皆

様
の

ご
理

解
と

ご
協

力
に

御
礼

申
し

上
げ

ま
す

。
 

こ
こ

で
改

め
て

「
社

会
福

祉
法

人
 

東
京

コ
ロ

ニ
ー

 
コ

ロ
ニ

ー
中

野
」

の
紹

介
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

コ
ロ

ニ
ー

中
野

は
障

害
の

あ
る

方
の

就
労

支
援

を
目

的
と

し
て

事
業

を
行

っ
て

お
り

ま
す

。
作

業
を

通
し

て
訓

練
し

な
が

ら
企

業
就

労
を

目
指

す
方

、

地
域

の
就

労
の

場
と

し
て

長
く

コ
ロ

ニ
ー

に
通

わ
れ

る
方

な
ど

、
そ

れ
ぞ

れ
の

方
が

様
々

な
目

的
を

持
っ

て
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
。

所
内

で
は

軽
作

業
や

自
主

製
品

の
製

作
、
印

刷
事

業
、

障
害

者
ア

ー
ト

事
業

な
ど

い
く

つ
か

の
係

に
分

か
れ

て
作

業
し

て
い

ま
す

。
 

 

そ
し

て
も

う
ひ

と
つ

、
地

域
の

皆

様
と

接
点

の
持

て
る

飲
食

事
業

が
あ

り
ま

す
。

建
物

の
一

階
に

あ
る

 

「
ベ

ー
カ

リ
ー

こ
ろ

・
こ

ろ
」
で

す
。

毎
日

30種
類

を
超

え
る

パ
ン

や
焼

き
菓

子
が

店
頭

に
並

び
、

江
古

田
の

森
へ

お
散
歩

に
い

ら
し

た
方

の
休
憩

場
所

と
し

て
、

ま
た
小

さ
な

お
子

様

連
れ

の
お
母

様
方

の
憩

い
の

場
と

し

て
、

い
つ

も
店

内
が
賑

わ
っ

て
い

ま

す
。
閉
鎖

的
に

な
り

が
ち

な
施
設

で
、

こ
の

よ
う

に
地

域
の

方
が

自
然

と
足

を
運
ん

で
く

だ
さ

り
、

地
域

と
共

に

事
業

運
営

で
き

る
こ

と
が

と
て

も
う

れ
し

く
感
じ

ら
れ

る
毎

日
で

す
。
平

日
の

11時
か

ら

17時
ま

で
営

業
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

お
近

く
に

お
越

し
の
際

は
ぜ

ひ
お
立

ち
寄

り
く

だ
さ

い
。

 

社
会

福
祉

法
人

 
東

京
コ

ロ
ニ

ー
 

コ
ロ

ニ
ー

中
野

 

住
所

 
江

原
町

２
�

６
�
７

 

☎
（

３
９

５
３

）
３

５
４

１
 

Ｆ
Ａ
Ｘ

（
３

５
６

５
）

０
４
７

１

【
江

古
田

小
学

校
】
新

１
年
生
数

77名
 

新
任

校
長

 
西
川

さ
や

か
（
国
立
教

育
政
策

研
究

所
よ

り
）

 

【
江

原
小

学
校

】
新

１
年
生
数

75

名
 

【
第

七
中

学
校

】
新

１
年
生
数

97

名
 

【
江

原
保

育
園

】
新
任
園

長
 
岡

野
純

子
 

●
江

古
田

氷
川

神
社

境
内

 

７
月

１４日
（

土
）
・

１５日
（

日
）

 

午
後

６
時

30分
～
９

時
 

●
江

原
公

園
 

７
月

２１日
（

土
）
・

２２日
（

日
）

 

午
後
７

時
～
９

時
 

●
み

ず
の

塔
公

園
 

７
月

２８日
（

土
）
・

２９日
（

日
）

 

午
後

５
時

～
子

ど
も

の
時

間
 

午
後
７

時
～

大
人

の
時

間
 

●
片

山
北

野
神

社
境

内
 

８
月

３
日

（
金

）
・

４
日

（
土

）
 

午
後
７

時
～
９

時
 

み
ず

の
塔

ふ
れ

あ
い

の
家

 

株
割

り
桜

 

切
り

株
か

ら
出

た
幼

木
に

咲
く

桜
 

（
３

月
27日

撮
影

）

 
七

中
出
身

、
江

原
町
在

住
で

、
冬

季
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク

種
目
ボ
ブ

ス
レ

ー

の
Ｊ
Ｏ
Ｃ
強

化
指
定
選
手

、
伊
藤
隆

太
さ
ん
イ

ン
タ
ビ
ュ

ー
続
編

で
す

。
 

Ｑ
：
先
ず

、
ボ
ブ

ス
レ

ー
と
競
技

の

観
方

に
つ

い
て
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

伊
藤

：
ボ
ブ

ス
レ

ー
に

は
１

人
乗

り
・

２
人
乗

り
・

４
人
乗

り
が

あ
り

ま
す

。
時
速

１
１

０
キ

ロ
か

ら
１

５

０
キ

ロ
の

ス
ピ

ー
ド

で
走

り
、
テ
レ

ビ
で
観

る
と

き
は

タ
イ
ム
表
示

で
緑

が
ト

ッ
プ

の
タ
イ
ム

、
カ

ー
ブ

で
減

速
す

る
と
赤
表
示

に
な

り
ま

す
。

 

Ｑ
：
苦

労
は
何

で
す

か
。

目
標

も
聞

か
せ

て
く

だ
さ

い
。

 

伊
藤

：
何

と
い

っ
て

も
危

険
が
伴

う

の
で
未

だ
に

１
回

ご
と

に
緊
張

し
ま

す
。

１
台

６
５

０
万

位
、
刃

20万
円

位
か

か
り

、
育

て
る

会
を

友
人

が
立

ち
上

げ
資
金
集

め
を

し
て

く
れ

て
い

ま
す

。
次

の
北

京
冬
季
オ

リ
ン
ピ

ッ

ク
に

は
出

場
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

Ｑ
：
最

後
に
七

中
時
代

の
思

い
出

な

ど
聞

か
せ

て
く

だ
さ

い
。

 

伊
藤

：
陸

上
部

に
所
属

し
て

い
ま

し

た
。

友
達

と
過

ご
す

時
間

が
多

く
楽

し
か

っ
た

思
い
出

が
あ

り
ま

す
。
ボ

ブ
ス
レ

ー
を

多
く

の
人

に
知

っ
て

も

ら
う

た
め
小

中
学

校
で
講
演

会
も

や

っ
て

い
ま

す
。

地
元

で
で

き
た

ら
嬉

し
い

と
思

い
ま

す
。

 

平
成

30

年
度

小
中

学
校

コ
ロ

ニ
ー

中
野

新
装

オ
ー

プ
ン

盆
踊

り
日

程
 

ボ
ブ
ス
レ
ー

選
手

伊
藤

隆
太
さ

ん

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

続
編

野
方

交
通

少
年

団
 
団

員
募

集
 

点
検

・
整

備
で

安
心

・
安

全
な

自
転

車
の

印
「
Ｔ

Ｓ
マ

ー
ク

」

江
古

田
で

イ
キ

イ
キ

生
き

る
た

め
の

知
っ

得
講

座
②

交
通

安
全

と
防

犯
の

お
話



 

江
古
田
川
の
橋

江
古
田
川
は
昔
中
新
井
川
と
言
わ

れ
、
そ
の
水
源
は
練
馬
区
中
村
の
南

蔵
院
東
南
よ
り
の
池
（
溜
井
）
で
あ
っ

た
が
水
が
涸
れ
た
為
、
千
川
上
水
を

引
き
入
れ
て
用
水
と
し
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。

江
古
田
川
に
は
妙
正
寺
川
に
合
流

す
る
迄
、
現
在
十
二
の
橋
が
あ
り
、

橋
名
の
中
に
は
小
字
名
を
今
に
残
す

唯
一
の
記
念
碑
が
わ
り
に
な
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
昔
の
地
名
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

（
１
）
中
新
井
橋
…
江
古
田
と
中
新

井
の
村
境
。（
２
）
下
徳
殿
橋
…
昔

の
字
名
「
徳
殿
」
と
は
、
江
戸
時
代

に
年
貢
を
取
り
た
て
る
た
め
に
「
検

地
」
と
呼
ば
れ
る
測
量
を
行
っ
た
時

に
、
谷
地
や
低
地
な
ど
を
測
り
も
ら

し
た
為
に
、「
得
を
し
た
田
」
の
意

味
か
ら
字
を
変
え
て
「
徳
田
」、「
徳

殿
」
と
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

（
３
）
北
江
古
田
公
園
橋
。（
４
）
国

立
療
養
所
入
口
橋
。（
５
）
西
ノ
原

橋
…
昔
の
字
名
。

（
６
）
本
多
橋
…
字
名
「
本
田
」
の

ご
み
ゼ
ロ
推
進
分
野
の

執
務
室
が
松
が
丘
に

移
転
し
ま
し
た

清
掃
事
務
所
車
庫
の
移
転
に
伴
い
、

ご
み
ゼ
ロ
推
進
分
野
の
執
務
室
が
、

清
掃
事
務
所
隣
の
リ
サ
イ
ク
ル
展
示

室
２
階
（
松
が
丘
１-

６-

３
）
に
移
転

し
ま
し
た
。
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の
番
号

に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
中
野
区
ご
み
分
別
ア
プ
リ
」
好
評

配
信
中
で
す
！

収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ご
み
分
別

辞
典
な
ど
、
使
い
や
す
く
て
便
利
な
機

能
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
※
通
信
料
は
利
用

者
負
担
で
す
）。「A

p
p
 S

to
re

」
ま
た

は
「G

o
o
gle P

lay

」
に
て
、
ア
プ
リ
名

で
検
索
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
！
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 i Phone

用　　　　Android

用

【
問
合
せ
】
中
野
区
ご
み
ゼ
ロ
推
進
分

野　

☎
（
３
２
２
８
）
５
５
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
２
２
８
）
５
６
３
４

 （
平
成
30
年
７
月
１
日
以
降
申
請
分

か
ら
改
正
）

●
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室　

（
各
時
間
帯
同
額
）

（
改
正
前
）
２
，
６
０
０
円

（
改
正
後
）
２
，
７
０
０
円

※
右
記
以
外
の
部
屋
は
変
更
な
し
。

●
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

和
室
１
、
和
室
２

日
・
祝
・
月 

午
前
９
時
～
正
午

（
改
正
前
）
３
０
０
円

（
改
正
後
）
４
０
０
円

日
・
祝
・
月 

午
後
１
時
～
午
後
５

時（
改
正
前
）
４
０
０
円

（
改
正
後
）
５
０
０
円

月
～
土 

午
後
６
時
～
９
時

（
改
正
前
）
３
０
０
円

（
改
正
後
）
４
０
０
円

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
（
３
９
５
４
）
６
９
６
１

７
月
の
申
請
分
か
ら

集
会
室
等
の
使
用
料
を

改
定
し
ま
す

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
に
伴
う
閉
館
に
つ
い
て

４
月
か
ら
の
新
職
員
紹
介

( 3 )

 【
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
】

飯
島　

夏
生

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で

は
、
施
設
の
老
朽
化
の
た
め
、
平
成

30
年
10
月
24
日
（
水
）
か
ら
平
成
31

年
２
月
17
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
ト

イ
レ
の
改
修
や
内
装
工
事
を
行
う
予

定
で
す
。

下徳殿橋

堰
の
名
残
り
。（
７
）
下
ノ
原
橋
…

字
名
の
名
残
り
。（
８
）東
橋
。（
９
）

本
村
橋
…
江
古
田
の
元
村
と
言
わ
れ

て
い
る
「
東
元
村
」
の
字
名
の
名
残

り
。（ 

10
）
大
橋
…
昔
大
堰
が
あ
っ

た
名
残
り
で
東
よ
り
に
水
車
が
あ

り
、
こ
の
辺
一
帯
は
水
利
に
恵
ま
れ

水
田
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。（
11
）

不
動
橋
…
た
も
と
に
「
こ
り
と
り
不

動
」
が
あ
る
。
昔
は
大
橋
よ
り
北
に

あ
っ
て
、
村
人
が
富
士
や
大
山
へ
代

参
に
行
く
時
に
川
に
入
っ
て
水
を
あ

び
「
さ
ん
げ
さ
ん
げ
六
根
清
浄
」
を

唱
え
て
垢
離
を
取
っ
て
不
動
明
王
に

道
中
安
全
を
祈
願
し
た
と
言
う
。

又
明
治
の
末
頃
迄
、
万
垢
離
（
マ

ン
ゴ
リ
）
と
言
う
行
事
が
あ
っ
た
。

毎
年
五
月
に
村
内
各
組
（
東
、
原
、

丸
山
、
籠
原
、
片
山
）
か
ら
二
人
づ

つ
出
て
、
二
間
余
り
も
あ
る
木
太
刀

（
現
在
氷
川
神
社
所
蔵
）
を
荷
い
、

水
ご
り
を
し
て
身
体
を
清
め
五
穀
豊

穣
家
内
安
全
の
祈
願
を
し
て
、
家
々

に
五
色
の
幣
束
を
配
り
門
口
に
差
し

て
一
年
間
の
魔
除
け
を
し
た
と
言

う
。（

12
）
江
古
田
大
橋
…
妙
正
寺
川

に
合
流
す
る
地
点
で
、
西
側
に
「
江

古
田
土
地
区
画
整
理
組
合
」
の
記
念

碑
が
あ
り
、
東
側
の
江
古
田
公
園
に

は
開
都
五
百
年
を
記
念
し
て
「
史
蹟

江
古
田
原
沼
袋
古
戦
場
」
の
石
碑
が

建
っ
て
い
る
。

江
古
田
史
談
会　

山
崎　

清
司

江
古
田
地
域
ニ
ュ
ー
ス
昭
和
55
年
５

月
号
よ
り
抜
粋

工
事
期
間
中
は
、
現
在
の
集
会
室
・

館
内
ロ
ビ
ー
・
ト
イ
レ
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
前
記
工

事
期
間
中
は
当
セ
ン
タ
ー
は
閉
館
と

し
、
平
日
日
中
の
窓
口
業
務
の
み
行

い
ま
す
。
閉
館
期
間
中
は
、
近
隣
の

新
井
・
沼
袋
・
野
方
の
各
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
、
み
ず
の
塔
ふ
れ

あ
い
の
家
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
併
設
施
設
の
江
古
田
地
域

事
務
所
は
開
設
し
、
休
祝
日
を
除
く

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８

時
半
か
ら
午
後
５
時
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

【
問
合
せ
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
（
３
９
５
４
）
６
９
６
１

【
北
部
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

地
域
支
援
担
当

副
参
事　

鈴
木　

宣
広

支
え
あ
い
推
進
担
当

係
長　

佐
々
木　

哲
也

 

（第
十
九
回
）



　
季
節
の
移
り
変
わ
り
は
早
い
も
の

で
、
も
う
初
夏
の
季
節
を
む
か
え
ま

し
た
。
新
入
社
員
も
、
や
っ
と
仕
事

に
慣
れ
始
め
た
頃
で
し
ょ
う
。

　

私
が
病
気
に
な
っ
て
、
感
じ
た
こ

と
は
、
中
野
は
坂
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

た
と
え
ば
中
野
駅
ガ
ー
ド
下
か
ら

江
古
田
行
き
の
バ
ス
停
ま
で
は
だ
ら

だ
ら
し
た
坂
道
で
す
。

　

中
野
区
内
北
部
の
公
園
は
、
小
高

い
丘
に
な
っ
て
い
ま
す
。

哲
学
堂
公
園
、
江
古
田
の
森
は
、
木
々

の
緑
と
、
自
然
の
小
道
が
満
喫
で
き

る
で
し
ょ
う
が
、
私
は
、
新
鮮
な
空

気
を
吸
い
た
い
な
と
思
っ
て
も
、
二

の
足
を
踏
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
一
刻

も
早
く
身
体
を
治
し
自
然
の
恵
み
を

満
喫
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
の
頃

で
す
。  

（
記　
　

佐
藤　

弘
）

■
古
建
築
物
の
月
例
公
開

古
建
築
物
群
の
内
部
公
開
を
開
催
。 

※
鬼
神
窟
は
建
物
入
口
か
ら
の
観
覧

哲 

学 

堂 

公 

園

第
244
回『
み
ん
な
囲
ん
だ
輪
の
中
で
』

【
日
時
】
６
月
23
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

【
語
り
手
】
平
林
ち
よ
子
さ
ん
（
元

浄
風
園
施
設
長　

精
神
保
健
福
祉
士

介
護
支
援
専
門
員
）

【
場
所
】
江
古
田
図
書
館
（
江
古
田

２
‐
１
‐
11
）

【
参
加
費
】
無
料
当
日
直
接
会
場
へ

先
着
30
名

【
問
合
せ
】
江
古
田
図
書
館

☎
（
３
３
１
９
）
９
３
０
１

江 

古 

田 

図 

書 

館

お 

し 

ゃ 

べ 

り 

講 

座

★
七
夕
イ
ベ
ン
ト

江
原
町
二
丁
目
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
通
り

商
友
会
の
「
七
夕
祭
り
」
に
合
わ
せ

て
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
１
日
（
日
）

午
後
５
時
～
７
時

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
子
ど
も
と
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト

★
平
和
の
バ
ト
ン

【
日
時
】
７
月
28
日
（
土
）

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー　

洋
室

【
内
容
】
親
子
で
平
和
を
考
え
る

【
共
催
】
青
少
年
育
成
江
古
田
地
区

委
員
会

【
問
合
せ
】
い
ず
れ
も
江
古
田
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

江 

古 

田 

区 

民 

活 

動

セ 

ン 

タ 

ー   

運 

営 

委 

員 

会

60
歳
以
上
の
区
民
の
方

各
会
場
先
着
14
人
ま
で

・
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

６
月
26
日
、
７
月
24
日

毎
月
第
４
火
曜
日

☎(
３
９
５
４)

６
８
１
１

・
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

６
月
15
日
、
７
月
20
日

毎
月
第
３
金
曜
日

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５

・
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ

６
月
28
日
、
７
月
26
日

毎
月
第
４
木
曜
日

 

☎(

５
３
８
０)

５
７
６
１

参
加
費　

９
０
０
円

て
ぬ
ぐ
い
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

８
月
利
用
分　

６
月
18
日
（
月
）

９
月
利
用
分　

７
月
17
日
（
火
）

地
元
団
体　

９
時
か
ら

一
般
団
体　

10
時
30
分
か
ら

は 

り 

・ 

マ
ッ 

サ 

ー 

ジ

編 

集 

後 

記

集 

会 

室 

の 

抽 

選

( 4 )
１
　
鉄
道
模
型
運
転
会

【
日
時
】
７
月
７
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時

【
内
容
】鉄
道
模
型
車
両
（
Ｎ
ゲ
ー
ジ
）

が
や
っ
て
き
ま
す
。
模
型
車
両
運
転

体
験
の
他
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
く
る

と
制
帽
を
か
ぶ
っ
て
記
念
撮
影
も
で

き
ま
す
。

【
対
象
】
乳
幼
児
親
子
か
ら
高
校
生

※
事
前
の
申
し
込
み
は
あ
り
ま
せ

ん
。

２
　
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

【
日
時
】
７
月
12
日
（
木
）
午
前
11

時
15
分
～
11
時
30
分

【
対
象
】
高
齢
者

【
講
師
】
野
口
栄
子
氏
（
介
護
予
防

運
動
指
導
員
）

【
内
容
】「
熱
中
症
に
か
か
ら
な
い
た

め
の
予
防
策
に
つ
い
て
」
お
話
し
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
事
前
の
申
込
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の

家
（
中
野
区
江
古
田
１-

９-

24
）

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

も  

よ  

お  

し  

案  

内

の
み
。
絶
対
城
は
修
復
工
事
の
た
め

観
覧
で
き
ま
せ
ん
。

【
日
時
】
６
月
３
日
（
日
）、
７
月
１

日
（
日
）
※
毎
月
第
１
日
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】
時
空
岡

【
参
加
費
】
無
料

■
星
空
観
察
会

【
日
時
】
７
月
28
日
（
土
）

午
後
７
時
15
分
～
８
時
45
分

【
場
所
】
哲
学
堂
公
園

【
内
容
】
星
空
観
察
の
専
門
家  

〝
星

の
ソ
ム
リ
エ  

〟
の
解
説
に
よ
る
天

体
観
測

【
定
員
】
70
名
（
事
前
申
込
制
）

【
参
加
費
】
大
人
（
中
学
生
以
上
）

７
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円
、
未

就
学
児
無
料

【
問
合
せ
】
哲
学
堂
公
園
事
務
所
（
松

が
丘
１-

34-

28
）

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５

江
原
公
園
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
７
月

以
降
開
催
に
つ
い
て
は
、
現
在
検
討

中
で
す
。

※
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
継
続
的
な
運
営

を
手
伝
っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お

問
合
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】
田
代

☎
（
３
３
８
９
）
８
１
１
７

江
原
公
園
リ
サ
イ
ク
ル
市

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

本
紙
一
面

【
会
議
】（
開
催
済
み
）
役
員
会
・
町

会
長
会
議　

４
月
13
日
、
５
月
18
日

広
報
部
会　

４
月
25
日
、
５
月
24　

日 

地
域
事
業
部
会　

４
月
26
日
、

５
月
24
日

（
そ
の
他
）
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
、
地
区
委
員
会
会
議
等
へ
の
出
席

【
事
業
】（
開
催
済
み
）

サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト 

５
月
16
日

歯
科
講
習
会
５
月
23
日

運
営
委
員
会
だ
よ
り

（
通
年
事
業
）
童
謡
講
習
会
、
ダ
ン

ベ
ル
体
操
、
健
康
体
操
、
シ
ニ
ア
ヨ

ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

★
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か

運
営
委
員
会
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
事
業
を
お
手
伝
い
し
て
下

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

（
連
絡
先
は
一
面
題
字
下
参
照
）

８
月
号
は　

７
月
25
日
発
行
予
定
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